
西
部
技
研
社
長
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
州
・
山
口
産
業
人
ク
ラ
ブ
）
　
　
隈
　
扶
三
郎
氏

年
後
に
売
上
高
１
０
０
億
円
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
強
化

トップインタビュー

　
く
ま
・
ふ
み
お
　

年

昭

福
岡
大
法
卒
、
同
年
西
部

技
研
入
社
。

年
専
務
営
業
本
部
長
、

年
社
長
。
福
岡
県
出

身
、

歳
。

　
九
州
・
山
口
産
業
人
ク
ラ
ブ

の
西
部
技
研

福
岡
県
古
賀

市
、
０
９
２
・
９
４
２
・
３
５

１
１

は
、
デ
シ
カ
ン
ト
除
湿

器
や
熱
交
換
器
な
ど
を
手
が
け

る
空
調
機
器
メ
ー
カ
ー
だ
。
心

臓
部
で
あ
る
ロ
ー
タ
ー
技
術
が

強
み
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
米

国
、
中
国
に
製
造
販
売
拠
点
を

置
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
。
１

月
に
５
カ
年
の
新
中
期
経
営
計

画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
隈
扶
三

郎
社
長
に
事
業
戦
略
に
つ
い
て

聞
い
た
。

西
部
・
三
苫
能
徳

◇

　
―
こ
れ
ま
で
の
中
計
は
３
カ

年
で
し
た
。

　
「
災
害
な
ど
の
予
期
せ
ぬ
こ

と
が
起
き
た
時
、
業
績
を
３
年

間
で
は
リ
カ
バ
リ
ー
し
に
く

い
。
こ
の
た
め

何
か
が
あ
っ

て
も

最
終
的
に
５
年
間
で
計

画
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
し

た
」

　
―
新
中
計
の
考
え
方
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
「
ま
ず

年
後
の
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
と
し
て
連
結
売
上
高
１
０

０
億
円

年

月
期
は
同

億
円
の
見
込
み

を
掲
げ
た
。

遠
く
を
見
て
、
そ
こ
か
ら
逆
算

し
て
５
年
後
の
目
標
を
定
め

た
。
こ
れ
か
ら
伸
ば
す
事
業
は

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
分
野
と
サ
ー

ビ
ス
分
野
。

事
業
規
模
を

現
状
比
３
倍
に
し
た
い
。
人
員

も
重
点
的
に
配
置
す
る
。
中
核

技
術
を
生
か
し
て
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
提
供
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の

声
に
応
え
た
い
」

　
―
海
外
展
開
の
ポ
イ
ン
ト

は
。

　
「
米
国
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

中
国
の
現
地
子
会
社
の
売
上
高

を
伸
ば
し
た
い
。
中
国
に
は
日

系
メ
ー
カ
ー
が
多
く
進
出
し
て

お
り
、
日
本
で
の
や
り
方
を
実

践
で
き
る
。
子
会
社
同
士
の
相

乗
効
果
を
ど
う
生
か
す
か
を
考

え
て
い
る
。
韓
国
と
台
湾
は
こ

れ
か
ら
も
本
社
で
見
る
」

　
―
海
外
に
新
拠
点
を
置
く
計

画
は
あ
り
ま
す
か
。

　
「
東
南
ア
ジ
ア
や
中
近
東
、

オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど
の
市
場
を
開

拓
す
る
た
め
の
新
拠
点
を
置
く

こ
と
が
検
討
課
題
の
一
つ
に
な

っ
て
い
る
。
中
国
リ
ス
ク
を
分

散
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
モ
ノ
づ
く
り

拠
点
に
す
る
こ
と
も
考
え
る
。

早
け
れ
ば
２
―
３
年
後
に
も
と

は
言
え
な
い
が
、
か
と
い
っ
て

５
―
６
年
先
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
も
な
い
。
今
後
の
状
況
を

見
極
め
る
」

　
―
新
中
計
で
は

Ｄ
ｒ
ｅ
ａ

ｍ
　
ａ
ｔ
　

ｔ
ｈ
―
夢
、

年
―

を
掲
げ
ま
し
た
。

　
「
夢
を
持
て
る
会
社
に
し
た

い
と
い
う
理
由
で
こ
う
ネ
ー
ミ

ン
グ
し
た
。
ち
な
み
に
私
は
５

月
に

歳
に
な
る
。

年

月

期
が

期
に
あ
た
り
、
単
体
売

上
高

億
円
を
目
指
す
。
そ
し

て

年
７
月
に
創
立

周
年
を

迎
え
る
。
と
に
か
く

に

こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
事
業
を
成

長
さ
せ
る
た
め
の
布
石
を
打
ち

な
が
ら
、
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ

し
た
い
」

目に近づく新時代デクシス・関忠男社長　�

年
以
上
に
わ
た
り
、画
像
処
理
検
査
技

術
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
関
社
長

　
「
人
の
目
に
近
づ
く
新
時
代
へ
　
Ｉ

ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
　

Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｙ
Ｓ

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
・
カ

ン
パ
ニ
ー
・
デ
ク
シ

ス

」
。

　
カ
タ
ロ
グ
や
名
刺
、
対
外

的
に
配
布
し
て
い
る
資
料
な

ど
の
片
隅
に
、
常
に
こ
の
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
記
し
て

い
る
。
画
像
処
理
検
査
技
術

の
高
度
化
に
ま
い
進
し
、
幅

広
い
検
査
装
置
を
展
開
し
て

い
る
当
社
が
、
い
つ
ま
で
も

追
い
続
け
る
べ
き
姿
で
あ

り
、
こ
の
言
葉
こ
そ
が
存
在

理
由
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら

だ
。

　
私
は
精
密
時
計
メ
ー
カ
ー

に
勤
め
て
い
た
。
生
産
技
術

部
門
で
組
み
立
て
ラ
イ
ン
を

担
当
し
て
い
た
当
時
、
時
計

を
は
じ
め
と
す
る
精
密
機
器

業
界
で
は
、
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ン

Ｆ
Ａ

が
話
題
に
な
っ
て

お
り
、
画
像
処
理
検
査
装
置
事
業
へ
の

参
入
を
視
野
に
入
れ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
立
ち
上
が
っ
た
。
生
産
現
場

の
こ
と
が
わ
か
る
人
間
と
し
て
私
も
登

用
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
私
と
画
像
処
理

検
査
装
置
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。

　
時
計
の
製
造
は
生
産
技
術
の
塊
だ
。

部
品
が
小
さ
く
、
高
精
度
な
た
め
、
ル

ー
ペ
を
駆
使
し
て
製
造
す
る
世
界
。
そ

れ
だ
け
に
、
Ｆ
Ａ
の
重
要
性
は
分
か
っ

て
い
て
も
、
コ
ス
ト
や
手
間
が
か
か
る

な
ど
の
理
由
で
、
実
用
化
は
進
ん
で
い

な
か
っ
た
。
だ
が
「
画
像
処

理
検
査
装
置
の
普
及
に
よ

り
、
時
計
や
さ
ま
ざ
ま
な
製

品
の
生
産
技
術
に
革
命
が
起

き
る
」
と
確
信
し
、
開
発
に

取
り
組
ん
だ
。

　
１
９
８
０
年
代
に
画
像
処

理
検
査
装
置
の
製
品
化
に
こ

ぎ
着
け
た
。
社
内
の
生
産
設

備
に
組
み
込
ん
だ
と
こ
ろ
、

現
場
の
評
判
は
上
々
で
、
生

産
技
術
、
営
業
、
開
発
部
隊

を
巻
き
込
ん
で
外
販
し
た
。

時
計
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
用
部
品
な
ど
顧
客

の
す
そ
野
が
広
が
っ
た
。
画

像
処
理
検
査
装
置
の
可
能
性

に
魅
了
さ
れ
て
「
い
つ
か
は

主
力
事
業
に
し
た
い
」
と
の

思
い
を
強
め
て
い
た
。

　
だ
が
、
時
代
は
甘
く
な
か
っ
た
。
バ

ブ
ル
が
崩
壊
し
、

年
代
の
不
況
で
事

業
環
境
が
一
気
に
悪
化

し
て
し
ま
っ
た
。
画
像

処
理
検
査
装
置
事
業
は

ま
だ
収
益
の
柱
に
な
っ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、

「
撤
退
す
る
」
と
の
判

断
が
下
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
せ
っ
か
く

培
っ
て
き
た
技
術
と
ノ

ウ
ハ
ウ
。
こ
れ
を
生
か

し
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く

り
に
新
し
い
価
値
を
提

案
し
た
い
。
画
像
処
理

検
査
装
置
事
業
に
携
わ

っ
て
い
た
主
力
メ
ン
バ

ー
と
、
デ
ク
シ
ス
の
設

立
を
決
め
た
。
１
９
９

８
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

全
３
回

野
菜
く
ず
粉
砕
装
置
開
発
福
島
加
藤
鉄
工

　加藤鉄工（福島市、加藤利夫社
長、 ）は、カット野菜
工場で発生する野菜くずを家畜用飼
料などに再利用するための粉砕脱水
装置（写真）を開発した。４月から
受注を始める。カット野菜工場では
サラダや炒め物、鍋物向けなどの用
途別に切り分けている。生産工程で
外側の葉っぱや芯などの使わない部
位が発生しており、現在はほとんど
を産業廃棄物として処理しているの
が実情。加藤社長は「これまで廃棄
していた野菜クズを飼料として再利
用することにより、カット野菜工場
の収益向上にもつながる」と意気込
んでいる。
　独自の２軸スクリューを採用し
た。白菜やレタスなどの葉物野菜、
大根やニンジンといった根菜、ニ
ラ、長ネギなどのさまざまな野菜く
ずに対応し、飼料への混入に適した
水分含有率に調整できるように１

ほどに粉砕する。価格は約 万
円。
　主力は工場の排水や下水に混入し
た異物を取り除く排水処理装置。
「加藤式バースクリーン」が混入物
を除去する。受注から納入まで打ち
合わせを繰りかえして顧客ニーズを
反映。高度な切削加工技術を生かし
て製作している。
　「これらの事業で培ってきた要素
技術を組み合わせて新たな装置を開
発している」。野菜くず粉砕脱水装
置もこうして生まれた自信作だ。

２－３月の予定
２　月

　◇７日（金）東京産業人クラブ
女性部会「２月例会『パブリック
・マインド』講師／河北博文河北
総合病院理事長」（東京都千代田
区、ＫＫＲホテル東京）
　◇ 日（月）群馬産業人クラブ
「新春講演会＆賀詞交歓会『復権
　日本のモノづくり』講師／経済
ジャーナリスト永井隆氏」（前橋
市、前橋商工会議所）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ
「分科会『次世代企業連携の姿―
世界に羽ばたく、さいたまモデ
ル』講師／さいたま市産業創造財
団佐々木哲也氏」（さいたま市浦
和区、日刊工業新聞社さいたま総
局会議室）
　◇ 日（水）新潟産業人クラブ
「社長会『会員スピーチ・今年の
抱負』」（新潟市中央区、新潟グ
ランドホテル）
　◇ 日（木）栃木産業人クラブ
「賀詞交歓会＆特別講演会『子育
て支援からみたニュービジネスの
課題（仮題）』講師／大塚雅斗キ
ッズコーポレーション社長」（宇
都宮市、ホテル東日本宇都宮）
　◇ 日（木）岐阜産業人クラブ
「 年新春経済講演会＆懇親会
『地球規模でニーズを獲得』講師
／石川則男ＯＳＧ社長」（岐阜
市、岐阜グランドホテル）　
　◇ 日（木）神奈川産業人クラ
ブ「ミニ勉強会『社員にもお客さ
まにも価値ある会社―利益をずっ
と生み出す秘訣（ひけつ）』講師
／西浦道明アタックスグループ代
表パートナー・公認会計士」（横
浜市中区、神奈川中小企業センタ
ービル）
　◇ 日（金）埼玉産業人クラブ
「新春賀詞交歓会＆ 周年の集い
『変化する世界情勢 会社経営は
どう変わるのか？』講師／ジャー
ナリスト・キャスター三神万里子
氏」（さいたま市浦和区、浦和ロ

イヤルパインズホテル）
　◇ 日（水）長野産業人クラブ
「 年新春講演会＆賀詞交歓会
『オンリーワン経営を目指して』
講師／後藤勇日進工具会長」（長
野市県町、ホテル国際 ）
　◇ 日（水）― 日（金）大阪
・名古屋・中国四国産業人クラブ
合同「台湾産業視察」
　◇ 日（木）― 日（金）多摩
産業人クラブ「広島地域産業視察
＆交流会」（広島市ほか）
　◇ 日（金）埼玉産業人クラブ
・ＴＤＵ産学交流会「群馬方面へ
の一日工場見学会」（山岸製作
所、ミツバ）
　◇ 日（金）山形産業人クラブ
「新年例会＆講演会『東アジア情
勢と日本経済の展望』講師／真田
幸光愛知淑徳大学ビジネス学部
長」（山形県上山市、日本の宿　
古窯）
　◇ 日（水）滋賀産業人クラブ
「２月交流会『滋賀ラウンド・テ
ーブル』」（滋賀県草津市、ホテ
ルボストンプラザ草津）

３　月
　◇３日（月）福島産業人クラブ
「福島復興シンポジウム『基調講
演＆パネルディスカッション＆交
流懇親会』」（福島市、ホテル福
島グリーンパレス）
　◇６日（木）神奈川産業人クラ
ブ「キャンパスベンチャーグラン
プリ全国大会見学会」（東京都千
代田区、霞山会館）
　◇ 日（金）埼玉産業人クラブ
・ＴＤＵ産学交流会「親睦ゴルフ
大会」（埼玉県嵐山町、嵐山カン
トリークラブ）
　◇ 日（金）大阪産業人クラブ
「第 回ゴルフ大会」（京都府城
陽市　城陽カントリー倶楽部）
　◇ 日（火）新潟産業人クラブ
「社長会『ものづくり支援制度に
ついて』」（新潟市中央区、新潟
グランドホテル）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ
・ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「第
回親睦ゴルフ大会」（千葉県野

田市、紫カントリークラブすみれ
コース）

タ
ニ
タ
、
「
健
康
を
つ
く
る
」
谷
田
社
長
が
講
演
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ

社
運
隆
昌
を
祈
願
神
奈
川
産
業
人
ク
ラ
ブ
新
年
合
同
祈
祷
会

　
神
奈
川
産
業
人
ク
ラ
ブ

三

木
治
一
会
長

三
木
プ
ー
リ
社

長

は
１
月

日
、
神
奈
川
県

鎌
倉
市
の
鶴
岡
八
幡
宮
で
、
新

年
恒
例
の
「
新
年
合
同
祈
祷

き
と
う

会
」
を
開
い
た
。
三
木
会
長
ら

社
の
代
表
者
が
参
加
し
、
強

い
寒
波
の
影
響
で
冷
え
込
み
の

厳
し
い
中
、
本
殿
に
昇
殿
し
て

「
社
運
隆
昌
」
を
祈
願
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
三
木
会
長
の

ほ
か
、
日
本
耐
熱
線
工
業
の
石

塚
敏
夫
社
長
、
ニ
ッ
ク
ス
の
青

木
伸
一
会
長
、
湘
南
技
術
セ
ン

タ
ー
の
原
田
宏
一
社
長
、
明
光

電
子
の
十
川
正
明
社
長
、
湘
南

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
藤

田
博
司
社
長
、
バ
イ
メ
タ
ル
・

ジ
ャ
パ
ン
の
河
合

男
社
長
、

イ
ー
ス
タ
ン
技
研
の
河
西
正
彦

社
長
、
ホ
ッ
プ
テ
ッ
ク
の
阿
部

和
夫
社
長
、
レ
ヂ
テ
ッ
ク
ス
の

及
川
泰
久
常
務
、
太
洋
の
吉
田

英
臣
専
務
、
ア
マ
ダ
の
木
村
富

美
雄
広
報
室
専
任
部
長
。

　
祈
祷
を
受
け
た
後
は
本
殿
近

く
の
階
段
で
記
念
撮
影

写

真

し
、
若
宮
大
路
の
料
理
店

で
懇
親
会
を
開
い
た
。
三
木
会

長
は
「
由
緒
あ
る
神
社
で
一
緒

に
参
拝
で
き
、
２
０
１
４
年
は

間
違
い
な
く
い
い
年
に
な
る
。

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
尽
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
各
氏
、
新
年
に
か
け
る

期
待
を
語
り
合
っ
た
。

複
合
材
加
工
に
挑
む
東
京
仲
代
金
属

　東東京マネジメントクラブの仲代金
属（東京都足立区、安中茂社長、

）は、世界に先駆けてアモル
ファスのスリット加工に成功したオン
リーワン企業だ。最近では家電や電気
自動車（ＥＶ）のリチウムイオン二次
電池などに用いられるタブリード材の
安全性を向上する「バリレス加工技術
写真」を開発した。安中社長は「こ
れからも難しいテーマを掲げる」と
し、複合材のスリット加工に挑む。
　アモルファスのスリット加工、断面
が四角のコイル用線材といった画期的
な技術を生み出してきた。開発力の源
泉は現場で蓄積した経験と知識。
年の創業以来、請け負った仕事の材料
や特性を全て保存しており、「本にし
て出版したいという人もいた」と笑顔
をみせる。
　設備は現場のノウハウを盛り込んだ
自社開発品で、刃物も専用。新技術で
あるバリレス加工は模倣などを防ぐた

め、基本的に技術をブラックボックス
化する方針。
　これからは複合材の加工に挑戦す
る。複合材は異なる素材が積層されて
おり、接着剤も使われているだけに、
より高度な技術が求められる。ただ、
こうした材料だからこそ、加工の効率
化により「新製品の開発などに貢献で
きるし、技術のノウハウも蓄積でき
る」と、意気込んでいる。

新
入
会
員

中小成長へ国の予算めじろ押しさいたま会議所、新春懇談会
　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
さ

い
た
ま
商
工
会
議
所
は
１
月

日
、
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ

テ
ル

さ
い
た
ま
市
浦
和
区

で

新
春
懇
談
会
を
開
い
た
。
松
永
功

会
頭
は
「
国
の
予
算
に
は
中
小
企

業
の
成
長
に
つ
な
が
る
施
策
が
め

じ
ろ
押
し
」
と
強
調
し
た

写

真

。
ま
た
講
演
会
で
は
国
際
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
の
今
井
澂
氏
が
２

き
よ
し

０
１
４
年
の
日
本
経
済
に
つ
い
て

「
消
費
増
税
で
大
き
な
影
響
は
な

い
。
右
肩
上
が
り
を
期
待
で
き

る
」
と
分
析
し
た
。
約
１
３
０
人

が
聴
講
し
た
。

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で

記
念
講
演
会
開
催

大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ
と

滋
賀
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ

山

口
多
賀
司
会
長

非
破
壊
検

査
社
主

と
滋
賀
産
業
人
ク

ラ
ブ

坂
口
康
一
会
長

近

江
鍛
工
社

長

は
１
月

日
、
大
阪

市
内
の
ホ
テ

ル
で
共
同
の

新
春
互
礼
会

を
開
い
た
。

山
口
会
長
は
安
倍
晋
三
政
権

の
経
済
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
に
つ
い
て
「
中
小
企
業

に
も
明
る
い
兆
し
が
出
て
き

た
」
と
強
調
し
た
。
ま
た
午う

ま

年
は

歳
の
年
男
で
あ
る
こ

と
に
触
れ
て
「
無
事
に
７
回

目
の
年
男
の
１
年
を
迎
え

た
。
８
回
目
は
な
い
と
思
う

が
」
な
ど
と
会
場
に
集
ま
っ

た
約
４
０
０
人
を
笑
わ
せ
な

が
ら
「

年
も
が
ん
ば
ろ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
記
念
講
演
会
は
丸
紅
情
報

シ
ス
テ
ム
ズ

東
京
都
渋
谷

区

の
木
全
英
二
常
務
執
行

役
員
製
造
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

事
業
本
部
統
括
が
「
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
に
よ
る
　
も
の
づ

く
り
革
命
」
を
テ
ー
マ
に
、

造
形
方
法
な
ど
を
説
明
し
た

写
真

。
宴
会
で
は
萩
尾

千
里
大
阪
国
際
会
議
場
相
談

役
が
乾
杯
の
音
頭
を
と
り
、

に
ぎ
や
か
に
歓
談
し
た
。

　
滋
賀
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
荒
木
　
邦
彦
氏
　
平
安

製
作
所
会

長

滋
賀

県
高
島
市

マ
キ
ノ
町

中
庄
４
６

４
、
０
７
４
０
・
２
７
・
１

２
７
１
、
輸
送
用
機
械
器
具

製
造

　
茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
堀
　
二
十
男
氏
　
茨
城

技
研
代
表

取
締
役
社

長

茨
城

県
北
茨
城

市
磯
原
町

磯
原
１
６
１
１
の
３
、
０
２

９
３
・
４
３
・
０
１
９
３
、

電
子
部
品
製
造

　
▽
菊
池
　
伯
夫
氏
　
茨
城

製
作
所
専

務
取
締
役

茨
城
県

日
立
市
神

峰
町
４
の

７
の

、０
２
９
４

２
１

５
１
３
５
、回
転
電
機
製
作

　
▽
池
田
　
稔
氏
　
池
田
商

店
代
表
取
締
役
社
長

茨
城

県
日
立
市
諏
訪
町
１
の

の

、０
２
９
４

３
３

０
１

０
６
、非
鉄
金
属
製
鋼
原
料

　
▽
前
田
　
芳
男
氏
　
み
ず

ほ
銀
行
日
立
支
店
長

茨
城

県
日
立
市
幸
町
１
の
３
の

８
、
０
２
９
４
・
２
３
・
３

１
１
１
、
銀
行
業

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
山
見
　
博
康
氏
　
山
見

イ
ン
テ
グ

レ
ー
タ
ー

社
長

東

京
都
渋
谷

区
道
玄
坂

１
の

の
１
、
０
３
・
４
３

６
０
・
５
４
２
４
、
広
報
Ｐ

Ｒ
・
危
機
対
応
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ

　
▽
林
　
宏
至
氏
　
海
光
社

社
長

東

京
都
中
央

区
日
本
橋

浜
町
２
の

の
１
、

０
３
・
６
６
６
１
・
９
０
７

１
、
漁
業
資
材
・
イ
ン
テ
リ

ア
資
材
・
鳥
害
対
策
資
材
・

光
源
製
造
販
売

　
▽
上
村
　
輝
之
氏
　
ア
イ

デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
社
長

東
京
都
千
代
田
区

神
田
小
川
町
３
の
３
、
０
３

・
６
２
７

３
・
７
２

９
５
、
技

術
開
発
コ

ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ

　
▽
井
坂
　
智
博
氏
　
イ
ン

ク
ル
ー
シ

ブ
デ
ザ
イ

ン
・
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
社
長

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町

１
の
６
の
８
、
０
３
・
６
２

６
８
・
８
０
２
８
、
新
規
事

業
、
商
品
開
発
、
教
育
サ
ー

ビ
ス
支
援

　
▽
遠
藤
　
由
紀
子
氏
　
奥

野
総
合
法
律
事
務
所
弁
護
士

東
京
都
中
央
区
京
橋
１
の

２
の
５
、
０
３
・
３
２
７
４

・
３
８
０
５
、
事
業
再
生
、

倒
産
、
Ｍ
＆
Ａ
等
企
業
法

務

（ ） 　　 ２０１４年 平成２６年 ２月７日 金曜日 ☆　

ご
き
げ
ん
新
潟
弁

　講
座
」
で
講
演
会

新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

佐

藤
金
治
郎
会
長

佐
文
工
業

所
常
務

は
１
月

日
、
新

潟
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

新
潟

市
中
央
区

で
「
新
春
講
演

会
＆
新
年
会
」
を
開
い
た
。

新
潟
放
送
の
近
藤
丈
靖
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
「
ご
き
げ

ん
新
潟
弁
講
座
」

を
講
演
し
、
暖
か

く
親
し
み
の
あ
る

方
言
を
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
に
紹
介

し
た
上
で
「
方
言

を
生
活
の
中
で
多

用
し
て
次
世
代
に

残
し
て
い
こ
う
」

と
提
案
し
た
。

人
余
り
が
参
加

し
、
会
場
は
笑
い

に
満
ち
て
い
た
。

　
新
年
会
で
は
佐
藤
会
長

写
真
右

が
「
新
潟
産
業

人
ク
ラ
ブ
は
２
０
１
４
年
に

設
立

周
年
記
念
式
典
を
催

す
計
画
。
会
員
の
役
に
立
つ

活
動
の
ほ
か
、
全
国
の
産
業

人
ク
ラ
ブ
や
産
業
団
体
と
交

流
し
、
人
脈
を
広
げ
よ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。
新
潟
県
産

業
労
働
観
光
部
の
庭
野
芳
樹

副
部
長
、
長
岡
技
術
科
学
大

学
の
東
信
彦
副
学
長
、
新
潟

県
工
業
技
術
総
合
研
究
所
の

稲
葉
正
夫
次
長
、
日
本
政
策

金
融
公
庫
新
潟
支
店
の
石
川

佳
孝
事
業
統
括
、
新
潟
工
科

大
学
の
原
利
昭
副
学
長
ら
が

駆
け
つ
け
、
に
ぎ
や
か
に
宴

会
が
始
ま
っ
た
。

　
ま
た
午
年
の
年
男
で
あ
る

う
ま

エ
ル
メ
ッ
ク
電
子
工
業
の
松

永
巌
顧
問
、
佐
野
鉄
工
ス
プ

リ
ン
グ
製
作
所
の
佐
野
力
三

社
長
、
マ
ッ
ク
ス
開
発
の
井

浦
康
晴
社
長
の
３
人
が
抱
負

を
語
っ
た
。
楽
し
く
情
報
交

換
し
、
石
川
事
業
統
括
が
中

締
め
を
し
て
散
会
し
た
。

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ

井

上
裕
之
会
長

愛
知
産
業
会

長

は
１
月

日
、
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス

東
京
都

千
代
田
区

で
「
２
０
１
４

年
新
春
経
済
講
演
会
＆
賀
詞

交
歓
会
」
を
開
い
た
。
タ
ニ

タ
社
長
の
谷
田
千
里
氏
を
招

い
て
「

健
康
を
は
か
る

か
ら

健
康
を
つ
く
る

へ
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た

写
真

。
谷
田
社
長
は

「
社
内
の
人
・
モ
ノ
・
金
を

ど
う
生
か
す
か
考
え
た
結

果
、
書
籍
出
版
や
レ
ス
ト
ラ

ン
運
営
な
ど
を
通
じ
て
顧
客

の

健
康

を
包
括
的
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
事
業
へ
と
発
展

さ
せ
た
」
と
強
調
し
た
。
会

場
に
は
約
１
２
０
人
が
集
ま

り
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

　
谷
田
社
長
は
２
０
０
８
年

の
就
任
後
、
体
脂
肪
計
が
好

調
だ
っ
た
タ
ニ
タ
で
新
機
軸

を
打
ち
出
し
た
経
緯
を
紹

介
。
出
版
社
の
提
案
か
ら
社

員
食
堂
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
す

る
書
籍
を
発
刊
し
、
シ
リ
ー

ズ
累
計
５
３
２
万
部

年

月
時
点

の
大
ヒ
ッ
ト
と

な
っ
た
。
読
者
か
ら
「
実
際

に
食
べ
て
み
た
い
」
と
い
う

声
が
殺
到
し
た
た
め
、
「
サ

ー
ビ
ス
業
は
未
経
験
だ
っ
た

が
、
企
業
は
顧
客
の
望
み
に

応
え
る
べ
き
だ
と
考
え
た
。

失
敗
す
る
な
ら
社
長
就
任
後

の
早
い
方
が
良
い
と
い
う
考

え
も
あ
り
、

年
に
レ
ス
ト

ラ
ン
運
営
に
踏
み
切
っ
た
」

と
振
り
返
っ
た
。

　
現
在
は
運
動
・
食
事
・
休

養
の
３
要
素
を
活
動
量
計
や

睡
眠
計
と
い
っ
た
測
定
器
と

サ
ー
ビ
ス
面
で
一
体
支
援
す

る
「
タ
ニ
タ
の
健
康
サ
イ
ク

ル
」
を
掲
げ
、
メ
ー
カ
ー
機

能
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。

　
ま
た
最
近
の
試
み
と
し
て

社
員
の
健
康
状
態
を
改
善
す

る
「
タ
ニ
タ
健
康
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
は
じ
め
、
実
際
に

医
療
費
削
減
の
効
果
を
上
げ

た
こ
と
も
披
露
。
「
あ
ら
ゆ

る
方
法
を
使
っ
て

タ
ニ

タ

の
認
知
度
を
向
上
す
る

と
い
う
発
想
で
取
り
組
ん
で

い
る
」
と
明
か
し
た
。
時
に

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
会
場
を

盛
り
上
げ
た
。

　
そ
の
後
は
賀
詞
交
歓
会
に

場
を
移
し
た
。
井
上
会
長
は

「

年
は
明
る
い
年
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
を

支
え
る
中
小
企
業
が
発
展
す

る
よ
う
に
が
ん
ば
ろ
う
」
と

呼
び
か
け
た
。
会
場
で
は
ク

ラ
ブ
会
員
ら
が
交
流
に
花
を

咲
か
せ
た
。


